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民間人校長制度に関わる基礎データの検討 
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Study of basic data related to private citizens principal system: based on survey of MEXT 

Daisuke Choshi 

The purpose of this paper is a fundamental analysis of the data about “private citizen principal” system. According 
to the data of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology Ministry, the number of private citizen 
principal, after the low-level period up to a few years ago, has been slightly increased. “Private citizen principal”, it 
includes the principal from the civil service and them from private sector. In recent years the latter has increased. Turning 
to the difference between the local governments, while part of the municipality (for example Osaka Prefecture and Osaka 
City) is rapidly expanding the recruitment, many provinces reduced or stopped the employment. 
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1. はじめに

平成12年の4月にはじめて「教員出身でないもの」

が校長として採用されてから 15 年が経った。その間、

様々な期待や懸念を背負い、賞賛や批判を受けなが

ら、多くの「民間人校長」が学校経営を担ってきた。

これまで、この制度に対する検証は、散発的には行

われてきたものの、十分な学術的検証が行われたと

は言い難い。 
 本論は、今後のそれらの検証の足がかりとなる基

礎データの整理を行うことを目的とする。 

2. 民間人校長制度と「民間人校長」

平成 10 年の中教審答申において、『学校の自主
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大学大学院教育学研究 教育 学論  年 

・ を 、学 の と 任が れま

で 上に大きくなる とに して、 や教 に

を する ら、 教 の を

し、 教育に関する職に 5 年 上 した を

する と に え、10 年 上教育に関する職に就

いた がある者に いては、教 の を

しなくても に任用できる ととするとともに、

特に 要がある には、 教育 員会等が

れと同等の ・ を すると る者に い

ても に任用できるものとする とが な

として された（ 教 1998）。 れを け、

平成 12 年 には学 教育 が され、

学 の 要 が された。 
 の は、 と 方分 とい を

とし、それまでの とは なる らくる

に して れたものであった（大

2008）。 
 の によって、学 教育での教育 のない、

業出身の者も になれる になったた 、

の 用 度は 度 と ばれている

（ えば、大 2008、 2011 など）。 
 し し、 で とはど いっ

た を指すの 、に いては な 論がある（

2011）。 等 出身の 教員出身で

ない 出身の の 3 に いて

介する。 
 ま に いて する。文 学 は、 の要

の 果として 用が にな 、 に 用

された に いて 続 に 査を っている。

えば、平成 15 年には、 教員出身でない者の 任

用 に いて と された 査が れている。

しになるが、 の 査は、2000 年の 要

によって 用 になった を 教員出身で

ない とし、その に いて 査を ってい

る。また、 査のな では、教員出身でない を、

教員 を たないが、 教育に関する職 に

10 年 上就いた がある者 とそれ に分け、

者を その い、 者を 等 出身の

としてきた。 の 等 出身の

が の 3 の の一 である。

えば、 （2011 35）は、 の数 に いて

等の任用 の の を いてい

る。教員出身でもなく、教育に関する職の い

を 者でもないとい で、 に されたも

のの では も された であるが、それで

も、教育に関する職の が 10 年 であれば、教

育 員会や 員出身の者も の 等 に

まれてしま とい さを っている。 
 に に いてである。文 学 の の 査

は、少なくとも平成 20 年度 は、

等の任用 に いて と して

れてお 、その 査に関 る においては、

教員出身ではない （ とい

。） との が付されている。 、平成 21 年 4
の任用 に関 る 査 果 要においては、

学 への の任用者数は 43
（ 年は 42 ）で、96 名（ 年 3

名 ）となっている。と がなされてお 、その

を ると、 の その が 14 名、

等 が 82 名である。 ま 、 の の文 査に

おいては 者を た 教員出身でない の

を と している が分 る（1）。 
 さらに、また別の で を え

たものもある。 （2011）は、 職が 業（

など 業 を ）である そ

であるとし、教員出身でない の ち、

等 らさらに 出身者や、 出身

者などの を いた 数を  

3  
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度に関 る の  

としている。 れが である。 
上の 3 の の関 を すると、 1

のよ になる。 

3   

 で たよ な の さを ながらも、

度が されて 、 の 度に し

ては な論 がなされてきた。 度に する

や に いて たもの（ 2003ab）や、

を たもの（ 2011）、成果を たもの（

2011）、 の を で

たもの（大 2008、 2011）、そして、

身がその や成果に いて るもの（平

2012 ほ ）等、 な ら論 がなされてきた。 
し し、数年 には、 用の に

いて、 は一 した（ 2011 34）、 任

用者数は での ばい （ 2011 34）
といった が ちは る。 いった の

論 となっているのは、 の文 学 査（

等の任用 に いて ）

である。 2 はその 果（教員出身でない の

任用者数）を している。 れを ると、 に、

上 の論 がなされた の であろ と

えられる平成 22 年の では数 が ち着いてい 

る。 
 し し、 の に いては、 年、 が

れている。 数年、 ながら、 用が

ている。教員出身でない 、 等 出身

の 、どちらの で数 を ても、平成 22
年に ると、平成 26 年の方が多い。 数年は  
を し も としては少し えている

だと える。 

3   

 さて、 として任用数が している とは

たとお であるが、 の と、 の

の の を て えると、ど なる

であろ 。 
 そ で、本研究では、ま 、 の に

て、 の分 を った。 
 文 学 査（ 教員出身でない者の 任用

に いて ）における、 の 職 の

に き、 等 出身の の で、

業出身の者 を 別した。 
 その は の である。 等 の ち

業出身 の者として いたのは、 のA
D の ち一 上にあてはまる者である。 

A: または の における 教 ・ 
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B ま は の に る

 
C ま は の に る

の の 。 
D 中 の 。 

 の に てはまる のを し りは、

には「 の の 」である 、 で 
は れを 「 の 」 る。中

には な あり、 、 の に

る の は、 の 文

の は なる を にしている

れる 、 し 。ま 、 の に

る の 、 の

は、 の の に れ の

に い を れる 、 は

にのっ り し 。 
 て を る 、「 の 」は、

ではない に る に 10 いている

である。 の では でない  

り る 、 に文 の を る 、

の「 の 」はない。 まり、「 の 」

は、 に の い、 の である。

、ま 、 では の

数 の に っている。 
 に、「 の 」 である 、

は な 、 の に して

い い。 
 に、「 の 」 である

、 の は、 での を である。

な の 含まれる 、い れに

よ、 での を っ である。 
 まり、 ま に を示 な 、

である「 の 」 、 れ の である「

の 」、 を 「

の 」 い の である。

に 、 2 、 り 1  
る で る 。 

 れ の を して、 の を し

の 3（2）である。 17 までの、「  
でない 」の 数 りであっ には、  

 3 数  
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学 出身者 
B または の における教育 員

会出身者 
C または の における教育 員

会 の 出身の者。 
D 出身の者。 
 
 の に てはまるものを した は、

には 員 の出身の者 であるが、本 で 
は れを 出身の者 と同 と える。

には な もあ 、 えば、大 の 等学 に

する 出身の は、 の教 や文 出

身の とは なる を にしていると えら

れるが、 員出身とした。また、大 の学 に

する 学 出身の者や、 本 教員出身の

は、 の 出身の に れば教員出身の

に い を とも えられるが、 ちらは

にのっと 出身とした。 
 て分 を すると、 その は、教員出身

ではないが教育に関する職に 10 年 上就いている

者である。 の では本 員でない者も  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

るが、 に文 査の を ると、

員 の その はない。 ま 、 その と

は、教育に関連の い、教員 の 員である。

教 関 者や、また、 年では 
学 出身の も数多く の分 に っている。 
 に、 員出身の 等 であるが、

ちらは など、教育 の に して

いた 員が多い。 
 に、 出身の 等 である

が、その大 は、 業での を 者である。

などの 業 も まれるが、い れに

よ、 での を った者である。 
 ま 、大ま に特 を すなら、教育 員

である その と、それ の 員である

員出身の 等 、 を指す 出

身の 等 とい の である。さら

に えば、 者 2 が 員 、 1 が  
と える とができるだろ 。 
 れらの分 を して、任用 の を し

たのが 3（2）である。平成 17 年までの、 教員出 
身でない の 数が 上 であった には、  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 3  

 

度に関 る の  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出身の 等 、 員出身の 等 、

その ともに数が えている。し し、 数が

一 したと れている平成 17 年 平成 22 年

を ると、 出身の 等 が 70 ま

で して ち着いている一方、 員出身の

等 、 その ともに、平成 21 年を いて、

年少し している。 
 れを まえ、教員出身でない 数の ち、

出身の 等 の を にしたの

が 4 である。平成 16 年を として、 に 
が 、平成 21 年だけ特 な をするものの、そ

の も が 、平成 24 年に とな 、その 、 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に ているのが である。 
 
3   

 では、任用されている の数の を た

が、 では、 年度において 教員出身でない

が 採用された 、に いて る。 
 3 の と同 、 の A D に い、

等 の 採用者を 職に いて 員出

身、 出身に分け、 年度の 4 1 に 採用

となった 教員出身でない の数とその を

したのが 5 である（3）。 
 れによれば、 員出身の 等 や そ

の は、 年、5 を える年も出てきているも 
 

教  

5 教  
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のの、 らく 3 5 度で していた。一方で、

出身の 等 の 用数は大きく し

ている。平成 15 年を として、その 一 まで

少し、平成 20 年 、 に 、平成 25
年度 は 20 上の たな 用となっている。 
 
  

 
 学  

 するが、 教員出身でない は、1 の

在職を えた 、 職や、教 ・ 等への

が多い。また、 する も、学 が る

とは どない。 ま 、1 の が

る学 は 1 である が どである。 
 では、 出身の 等 、 員出身

の 等 、 その の分 に って、 す

る学 に いて した（ 6）。 
 平成 26 年度の学 本 査によると、 の

数は 4963、 学 は 10557、 学 は 20852、特別

支援学 は1096 で、それらを になおすと13%、

28 、56 、3 である。 の数 と すると、

にも が多く、 学 学 、特に 学 が

少ない とが分 る。 
 また、 を ると、学 の が大きく

なっている とが分 る。 学 に された

の は出身に ら 10 20 であま

らない。一方、 の は、 出身の

等 においては 50 上が に され

ているのに して、 員出身の 等

と、 その の では 25 である。 に、

学 の は、 出身の 等 に

いて 30 であるのに して、 員出身の

等 と、 その の では 50 で

ある。 

 
 
 
 
 
 
 
 上のよ な いがある とが分 る。

（2011 37）は、 は しい

にお れている 等学 において そ、 を

する と ているが、 は の に

ものとなっている。 
 

  

 に在職年数の である。 の分 は、 の

である平成 26 年 4 1 の時 で、すでに職

を れているものを に った。 となる の 
在職年数を して、 となる の数で って

純平 を 出した。 
 その 果が 7 である。 度が まって 15 年

ら であ 、平成 26 年まで 在職している を

している となどを まえると、 の数 の

には一 の が く。 
し し、平成 23 年度 学 における 等の

用 等に いて の によると、一 には

の 1 あた 在職年数の平 は 6.0 年である。

出身 等 が の平 に いものの、

員出身の 等 と その は な

い とが分 る。 れらの には、教育 員会

や ら として に された者

も多数 まれている。 れらの が、 職 
員としての に って い で いて 
 
 
 

 

学  
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 では 数、在 年数の に着 する。

同 、平成 26 年 4 1 の時 で、すでに職を
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度に関 る の  

5 3   

の は、 のよ に 1 度の 用で

した けではなく、数 用を ったものの、平成

26 年において任用が している である。

で の に すのが、 、山

、福 、 、 山、 、 、福 、な

どである（ 12）。 
 の ち、 、山 、福 、 、 山、

、 、福 、は 出身の が

である。一方、 、 、 は、

員出身の者が である。 
 さらに く分けると、 、 、 山、

は、 に 用が れて ら数年 に、連

続 に の 用が れている。 山は 2 で

一度に 5 が 用されているものの、その の 用

は れていない。 
山 、福 、 、福 は、 の 用 、5 

 

年 上 ち、 の任用者（の一 ）が 職した

に の 用が れている。 
 員出身の 等 その を

に 成され、 、数 の 用で しているのは、

、 、 である( 13)。 れらの

では、 一 な は て れない。 

3  

5   
 の に しているのは、 までの

と同 、 または数 の 用し れて

はいないものの、 在まで任用が続いている

である。 
 出身の 等 を に 用し

ている において、 の に すのは の

である（ 14）。そもそも教員出身でない の

用を たのが いた 、 在も任用が続いてい

るものと えられる。 

 

 一方、 員出身の 等 や、その

に たる を に 用してきた でい

と、 、 、 が の に たる。 
 どの も大 な 用は っていないものの、

2 度 の 用である平成 22 年・23 年ごろに とな

った が、平成 26 年度になっても を続けてい

るとい である（ 15） 
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に って えると、 出身の を に採って

いた の多くがその をすでに し、

員出身あるいは教育関 者出身を に採ってい

た は、少ないものの、 数 度任用を続けて

いる だと える。 
 
5 5 行  
 では、 、連続した 用が れ、 ま 、

教員出身でない の 用 度が に 用され

た に、任用が した 、大 に された

に いて 上げる（ 16）。 
 ま は、 である。 出身の 等

を としながら、その の も一 度 
 

 

 

在している。 は、平成 13 年 ら、 ま 、

教員出身でない の 用 度が出 た らそ

の 用を ってお 、平成 13 年 ら 15 年まで連続

して の を 用している。その も数年に一

度、 の 用が れていた。し し、平成 24
年 は れておら 、任用者数も、 大で 7 名

いた ら、平成 26 年には 1 名と っている。 
 は、 出身の 等 が 数、

それ が 数とい 在 である。 ちらも、

平成 13 年 ら 用が まってお 、平成 16 年まで

連続して の が 用されていた。し し、そ

れ は され、一 もいない が続いたが、

平成 26 年 ら たに その の が 用された。 
 に、 員出身の や、 その の が

であ 、連続 な 用が て れていた青

と名 に着 する（ 17）。 
 青 は、平成 15 年 ら 20 年までほ 年連続

して の 用が れていた。その 、23 年には

の が 用されたものの、平成 26 年には一

もいない になっている。 
 名 は、 らも て れるよ に、

な任用を っていた。平成 15 年 ら 18 年まで、

年 と に 1 用を い、それぞれが 2 年

で 職するとい な で任用が れて

いた。し し、平成 19 年 には の が

れなくな 、平成 20 年 には一 も 教員出身

でない がいない が続いている。 
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 まず
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新潟市

のカテ

 宮城

長が殆

返し、

【図表

連続的な登用が続

では、タイトル

自治体に目を向

ず、民間人系が大

治体に目を向け

市、浜松市、堺市

ゴリーに入る（

城県、岡山県は、

殆どである。両県

平成 26 年におい

表18：連続的な登

民間

続いている自治体

ルの通り、連続的

ける。 
大半であるか、両

る。宮城県、岡山

市、福岡市といっ

（図表 18）。 
民間人出身の「

県は、数年に一度

いても、任用が続

登用が続いている

間人校長制度に関

体 
的な登用が続い

両者が混在して

山県、千葉県、

た自治体がこ

「民間人等」校

度、登用を繰り

続いている。 

る自治体①】 

関わる基礎データ

千葉県は

の登用を始

ている。そ

新潟市、

始まりが遅

っており、そ

という状況

ける登用が

次に、公務

の校長が中

栃木県に

規則的に1人
また、佐賀

動している

三重県は

弱いる。た

民間人出身

17 年以後は

【図表19：

タの検討 

は、全国で最も早く

始めた自治体であ

の後も数年に一

浜松市、堺市、

遅く、平成 20 年前

それが平成 26 年

況である。また、

少ないことも特

務員出身の「民間

心である自治体

おける公務員出

人3年ごと勤務し

県も、一人を除

。 
は、民間人出身の

だし、任用状況

身の校長が中心で

は公務員出身の「

連続的な登用が

く「教員出身でな

り、平成 12 年か

一度の登用を続け

福岡市を見ると

前後から連続的な

年においても継続

新潟市、堺市は

特徴的である。 
間人等」校長と、「

体に着目する（図

出身の「民間人等」

して校長職を離れ

除き、一律 2 年の

「民間人等」校

況の推移を見ると

であったのに対し

「民間人等」校長

が続いている自治

85 

い校長」

から任用し

けている。 
、登用の

登用を行

続している

は高校にお

「その他」

図表 19）。 
校長は、

れている。

勤務で異

校長も半数

、当初は

して、平成

長が中心と 

治体②】 
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5 大 行  
 
 では、 の と一 を し、大 な採

用を っている、 、 、 、大

、大分 、 、大 を 上げる。 
 
5   

 の 17 が 用されている。 の はなく、

出身の 等 が 数 であ 、

の多くが その の である。

の 度が まった ら 用を っている。

は 2 まで 続して する とは少な ったが、

年は、1 の とともに 職するのではな

く、2 まで する が えている。 
 

 

 
 
5  東京  

 で 18 の が 用されている。 出身

の 等 が多く、18 の ち、14 を

る。 の学 に はない。2 まで

する は少ない。平成 24 年には 大 10 の 教

員出身でない がいたが、その に 職が

、平成 26 年には 2 となっている。 のまま

する もある。 
 

東京  

 
 
5 3   

 の 15 の が 用されている。 員が

出身の 等 である。また、2 の特別

支援学 を き、 は て への である と

も特 である。 
 平成 17 年 に 用された者の ち、1 を い

て 員が 2 まで を続けてお 、 の

は の に て特 である。 
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なっている。 
 本 は、 18 における 、 、 、

福 と同 、 用を たのが い。一 は平

成 19 年 ら 職に就いているが、本 に 用が

えるのは平成 22 年 である。 
 
5 大 行  
 
 では、 の と一 を し、大 な採

用を っている、 、 、 、大

、大分 、 、大 を 上げる。 
 
5   

 の 17 が 用されている。 の はなく、

出身の 等 が 数 であ 、

の多くが その の である。

の 度が まった ら 用を っている。

は 2 まで 続して する とは少な ったが、

年は、1 の とともに 職するのではな

く、2 まで する が えている。 
 

 

 
 
5  東京  

 で 18 の が 用されている。 出身

の 等 が多く、18 の ち、14 を

る。 の学 に はない。2 まで

する は少ない。平成 24 年には 大 10 の 教

員出身でない がいたが、その に 職が

、平成 26 年には 2 となっている。 のまま

する もある。 
 

東京  

 
 
5 3   

 の 15 の が 用されている。 員が

出身の 等 である。また、2 の特別

支援学 を き、 は て への である と

も特 である。 
 平成 17 年 に 用された者の ち、1 を い

て 員が 2 まで を続けてお 、 の

は の に て特 である。 
 
 

 

 
 

 

度に関 る の  

5  大  

  
3 大  

 

 出身の 等 だけでなく、

員 の も多く 用されている。学 に いて

も、それほど はない。 
 大 の 大の特 は、 な数の多さである。

れまで、の 60 名の 教員出身でない が

用された。平成 26 年においては、40 名 が在職

である。ただし、数が に たのは平成 23
年 であ 、 年 10 名 の しい 教員出身で

ない が 用されている。 
 
5 5  大  

 の 15 が 用されている。 数年で 用が

大してお 、平成 26 年においては 11 が在職と

なっている。 
 出身の 等 が大 を てお

、また、 での は 1 の で、 は て

学 学 への である。 
 

大  

 
 
5   

 平成 26 年までの で 18 が 用されている。

用が に れたのは、平成 17 年 ら平

成 22 年までの時 である。 大、14 が在職して

いる時 もあったが、平成 26 年では 11 が在職し

ている。 
 学 別に いては、 に っている けでは

ないが、 に している者は 2 名にとどまって

お 、 少ない。 
 出身の 等 が 数 である。 
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5  

 

 

5  大  

 で 25 が 用されているが、その ち 23
は平成 25 年・26 年の 2 年 の の 採用で

ある。 
 出身の 等 が どである。また、 
 

大  

 

に いても、 は 名の で、 学 、

特に 学 を に されている。 
 

5  学 行  

 で 上げるのは、 れまでの とは なる

分 であるが、特 の学 において 教員出身でな

い の任用を続けている である。 
 は、 の 3 名（T,I,U）が、 工

業 に連続して している。 においては、

2 名が において続けて してい

る。兵庫のO とT は、どちらも兵庫 に

した。 
 任用 の としては、5-3,5-4 に分 す き

であるが、上記の特 に着 し、別の分 とした。 
 

学 行  

 
 
 上、す ての の任用 に いて し

た。 
 
  

 
 本 では、ま 、 れまでの をもとに

の に いて した。 れまで、文

査では 等 と その の いであった

が、 等 の に、 出身の者と 員出

身のものが 在しているとの指 があった。 れら

を まえ、 1 に したよ に、 の

を 3 に した。 
 に、その に って、任用 の や

に いて した。平成 17 年ごろまでの 大 に

は、 出身の 等 、 員出身の

等 、 その のす ての分 において任用数が
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5  

 

 

5  大  

 で 25 が 用されているが、その ち 23
は平成 25 年・26 年の 2 年 の の 採用で

ある。 
 出身の 等 が どである。また、 
 

大  

 

に いても、 は 名の で、 学 、

特に 学 を に されている。 
 

5  学 行  

 で 上げるのは、 れまでの とは なる

分 であるが、特 の学 において 教員出身でな

い の任用を続けている である。 
 は、 の 3 名（T,I,U）が、 工

業 に連続して している。 においては、

2 名が において続けて してい

る。兵庫のO とT は、どちらも兵庫 に

した。 
 任用 の としては、5-3,5-4 に分 す き

であるが、上記の特 に着 し、別の分 とした。 
 

学 行  

 
 
 上、す ての の任用 に いて し

た。 
 
  

 
 本 では、ま 、 れまでの をもとに

の に いて した。 れまで、文

査では 等 と その の いであった

が、 等 の に、 出身の者と 員出

身のものが 在しているとの指 があった。 れら

を まえ、 1 に したよ に、 の

を 3 に した。 
 に、その に って、任用 の や

に いて した。平成 17 年ごろまでの 大 に

は、 出身の 等 、 員出身の

等 、 その のす ての分 において任用数が

 

度に関 る の  

ていたが、一 である平成 17 年 平成 22
年 は、 員出身の 等 その が引き

続き少し していたのに し、 出身の

等 が して ち着いていた。一方、平

成 23 年 の においては、 出身の

等 の数、 が している。 
 また、 出身の 等 は、その に

して に る が く、 あた の在

も く、 する学 数も多いた 、1 た

の在職 が いとい が て れた。 
 れらを まえると、 員 である 員出身

の 等 その が った を ち、

出身の 等 がそれらと なる特 を

していると える。 
 に、 ごとの に いて した。 年

は、教員出身でない の任用を が

少している一方、任用を っている の一 に

おいては任用者数が してお 、平 任用者数が

まっている。 
 に、 ごとの任用 の に いて

した。それらをまと ると、 のよ になる。 
 ま 、 山や福 など、19 の が ら一

して の任用を っていな った。 
 、あるいは な 用を っていた

は 25 あった。その ち、19 は （ 出

身の 等 ）出身を に 用していた

であったが、 数年はその どが 用も任用も

っていない。 の 6 は 員 （ 員出身の

等 その ）が であ 、その

ちの 数は任用を続けているが、 の 数は任用

を っていない。 
 連続 な 用を ってきた は、 で

9 、 員 で 6 の であった。その ち、

それぞれ 2 、 4 の が 年は 用を

さ ている。 
 大 用を っている 7 の の ち、

、 、大分に いては 続して に 用が

れているのに して、 や は、一

まで（平成 22 年ごろまで）の 大が で、 年

はどちら とい と 用は である。一方、

大 や大 は、一 までは 用はそれほど

多くな ったものの、 数年において、 用が

に 大しているとい である。 
 に れば、 の 用を する し

ている が 数年で な 多くなっている一

方、大 や大 のよ に、 れまでに を な

い で任用を やしている もあ 、

の の が な 大きくなっている。

度 の を とも 要であるが、

ごとの 別 に を ける とも 要になって

くるだろ 。また、 えて えば、そのよ な

がな 生まれた 、といった論 や、分 ごとの成

果や などに着 した研究も えられる。 
 その の に いて えば、 は、 教

あるいは との関 に いては る と

が出 な った。 の 用とい では、

、 に える とも 要になってくる

がある。 
 また、本論では そのものに いての は

っていない。任用 数の を れば、学

職 の においては、その は になっ

ている もある。それらの任用を した

に いて な したの を ていく と

は、 の 度に関する研究において大

きな を であろ し、また、教育 そのも

ののあ 方に いても を えるものになる

があるだろ 。 
 とは え、大 や大 などの を ても分

る 、 の の は数年で大きく

る。大 の きに されて に る

もある。 の に いても、 の

が 要になるだろ 。 
 本 は な分 にとどま 、 れらの論 に

る とは出 ていない。その を し 、

の 度の やそれに関 る研究 にも を

けていきたい。 
 

 

 

 
（1） 文 学 （http://www.mext.go.jp/b_menu 
/houdou/21/11/attach/1286424.htm）よ 。 
（2） （教員出身でない ）、 等 、 そ
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の に いては、 年度の文 査 学

教職員の 査に いて の ち、

別の教員出身でない者の 数 の

を参照した。 出身の 等 、

員出身の 等 に いては、同 査の

別の教員出身でない者の 任用者一

ら 職の を参照し、文 A D の に

いて分 した。 
（3） 等 その の数 に いて。

平成 19 年 の に いては、 年度の

別の教員出身でない者の 数 の

の 付き数 を引用した。平成 18 年 に

いては、平成 17 年度 18 年度 査における 任

用 数の に着 し、 年度 の

ら 者が 出した。 員出身の 等

に いては、同 査の 任用者一 ら

職の を参照し、 出した。 出身の

等 に いては、 等 の数 ら、

の 員出身の 等 の数 を引く とで

出した。 
（4） 数 は、 査 果 記方 の に して

出した。平成 19 年度 ら平成 23 年度までは、

年度 査の の任用者数の に

記された数 を引用。平成 18 年度 に いては、

平成 17 年度・18 年度 査の の在職

者数の に記された よ 引用。

平成 24 年度 は、 年度の 別の教

員出身でない者の 数 ら 出した。本

査は、 指 でない や 賀 等を

や と別に数えるなど、 方 に

さが るが、 では の方 で 出した。 
（5） 10 で した の に いて、

の を ておく。 年度による

の れ 年度の 査において記載されていな

い が、その の 査で ら にされる

があった。 えば、 T3 は、平成 21 年の

査 には しないものの、平成 22 年の

では、平成 21 年 ら 用されていると記載さ

れている。 いった に いては、 に出

た を採用した 分の れ 同 学

に していながら、その 分が、任 の のい

れ の年度を に、 ら に る が

あった。 えば、 山 N （ 山 山

）、 T K （ ）、

T 、I 、U （ ）である。い

れも、 に られている と ら、 用

の ら の 分であったと した。 

任用者一 における 記 ら

者が したた 、 しくない がある。

上 3 。 
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